
こどもの意見聴取（こども政策モニター）について

１ 趣旨・目的

  こども基本法において、地方公共団体がこども施策を策定、実施等するに当たっては、

こども又はこどもを養育する者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を

講ずるものとされた。大人については、これまでから県民モニターや各種パブリックコ

メントその他の調査、意見聴取が行われているが、こども基本法の趣旨に鑑み、こども・

若者の意見についても定期的に聴くための仕組みを設ける。

２ 実施内容

  インターネットを利用した小学生、中学生、高校生へのアンケート調査を実施する。

 ⑴ 対象者及び登録状況

   兵庫県内の以下に該当する方（今年度は、令和６年９月に、それぞれの区分から100

名程度、合計300名程度のモニターを募集した。）

区分 登録者数

小学生（４年生から６年生） 113人

中学生 89人

高校生 100人

 ⑵ 実施方法

   ①応募者にあらかじめモニター登録していただいた上で、②県からモニター登録の

際に登録されたメールアドレスあて、インターネット上の回答フォームへのＵＲＬ（リ

ンク）を記載した電子メールを送付し、③各モニターがインターネットを通じて回答

フォームからアンケートに回答する、という方法により実施

時期 テーマ

令和６年度第１回

（令和６年９月）

「こどもの居場所について」

令和６年度第２回

（令和６年12月～令和７年１月）

「兵庫県の暮らしについて、子育てに関する

イメージについて」

３ その他

 ⑴ 令和６年度の実施結果は、委託先事業者によるアンケートの結果とりまとめ後（２

月中予定）、３月の子ども・子育て会議で報告予定

 ⑵ 令和７年度以降も、広くこどもや若者に係わるテーマについて、継続して実施して

いく予定
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